
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界連邦宣言自治体全国協議会では、世界平和と難民救済のために全国の自治体

職員の皆さまに１人１００円の募金活動を呼びかけ、世界連邦宣言を行った自治体

をはじめ、趣旨にご賛同いただける皆さまにご協力をいただいています。 

お寄せいただいた募金はＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）やＵＮＩＣＥＦ

（ユニセフ＝国連児童基金）を通じ、難民や病気・貧困に苦しむ子どもたちの救済な

どに役立てられるほか、中東和平プロジェクトや世界連邦・平和推進事業などの取組

にも活用しています。自治体職員の皆さまの積極的なご協力をお願いいたします。 
 

世界連邦宣言自治体全国協議会（事務局：京都府綾部市） 
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シリア・アレッポ 
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シリアの国内避難民キャンプで暮らす子どもたち 

 

■直近 10か年の募金額の推移 

この取組は、世界恒久平和の実現を目指す当協議会の中

核事業として、昭和６１年から毎年実施しているものです。 

自治体の職員の皆さまから寄せられる善意は、紛争や貧

困で危機に瀕する命の救済活動や平和推進事業などの安

定した財源として活用されております。 

年度 協 力 自 治 体 数 募 金 総 額 

２０ １１１自治体 ６，９３９，４１１円 

２１ １１０自治体 ６，４９１，６００円 

２２ １３５自治体 ６，６８２，９１７円 

２３ １５０自治体 ６，９１１，３１４円 

２４ １５６自治体 ６，５２６，３４１円 

２５ １５３自治体 ６，０８１，６６３円 

２６ １５１自治体 ６，６７５，９４１円 

２７ １５５自治体 ５，９９５，１１１円 

２８ １４０自治体 ５，６１５，８２５円 

２９ １６５自治体 ５，４８６，６８０円 

合    計    ６３，４０６，８０３円 
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シリアの東ゴータ地区の破壊された街並み 

 

■平成２９年度 募金のご報告 

収 入 募 金 総 額 ５，４８６，６８０円 

支 出 

国連ＵＮＨＣＲ協会 １，０００，０００円 

日 本 ユ ニ セ フ 協 会 １，０００，０００円 

平 和 推 進 事 業 等 ３，４５８，０００円 

払 込 手 数 料 等 ２８，６８０円 

計 ５，４８６，６８０円 
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レバノンの学校に通うシリア難民の少年 

 

世界連邦運動とは… 

戦争や核兵器の反省からアインシュタインや湯川秀

樹らが提唱したもので、世界の人々が“地球市民”とし

て新たな国際秩序の下で恒久平和確立と地球環境保全

を目指す運動です。 

当協議会は世界連邦宣言を行った全国の自治体で組

織しており、会長・事務局は昭和２５年に日本初の宣言

を行った京都府綾部市が務めています。 

 

  
中東和平プロジェクトにおいて、紛争遺児の招へいの窓口となっ

ているイスラエル・パレスチナ紛争遺族会（PCFF）の代表者が今

年８月に来日。PCFF の活動を紹介するとともに、本事業の取り

組みに謝意を表明した。 

自治体職員１人１００円募金にご協力を！ 

 


